
6 北部日本海底棲生物調査
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本県日本海北部漁場における底ぴき網漁場開発と底凄魚族の分布，移動状況を把握し，底び

き網漁業の発展に資する。

K • 調査内容

(1) 調査期間 昭和 44年 1月 18日~柑相44年 5月4日

(2) 調査場所 本県日本海北部海域

(3) 調査項目

(イ)魚種別月別漁獲高

(ロ)月別漁獲推移

vウ操業海区別，水深別漁獲高

(4) 調査方法 試験船東奥丸(3 8.3 5トン)により 1綾びき底ぴき網漁法にて調匙

BI，調査結果

本年度調査期f濁中心おける操業日数は 14日で，曳網回数 41回(内曳網不能回数日田〉総

漁獲量は 8， 234.6K~であった。調査期i詩中における漁獲物の主な魚種組成並びに魚種別漁撞

高は，第 1"-'5表及び第九 2図のとおりである。
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第1表月別魚種別漁獲量
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東奥丸魚種別漁獲率(1月分〉

魚種別漁撞高累計‘仁
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東奥丸魚種別漁獲率 (2月分)

魚穫別漁獲 I埼累計
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JV 考察

これ迄の調査で，各漁場における底棲魚族の資源状態を明かにしてきたカち資源変動の要

悶を明かにする謁査研究は余り行われなかったように思う。即ち，①底棲魚族の生態と環境

との関連 ②底!妻魚族の分布と適正漁獲努力量との関連 @底凄魚族の再生産機構等である。

①の解明には，各魚種の生態調査と環境要因把握のための海洋調査を併行しなければ.なら

ない。②については，これ迄の調査結果と .1.底曳網漁業そのものの検討が必要であり，

③については，各魚種の生態及び発生，移動，加入等精密な調査及び分析を試みねばならな

し、
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